
東東東日日日本本本大大大震震震災災災   
被災者の救援にあらゆる手立てを！ 
さる１１日、１４時４６分に発生した東北地方太平洋沖地震は、日本での観測史上最大の巨大地震とされ、地

震と津波による被害は甚大なものになっています。ＮＥＣ＆関連労働者ネットワークと鈴木喜美子さんの雇用延

長をめざす支援連絡会は、痛ましい犠牲となった方々に対して、つつしんで哀悼の意を表するとともに、被災者

のみなさんに心からのお見舞いを申し上げます。 

人命を最優先に、１日も早い支援を 

地震発生から１０日間が経ち、死者は８４５０人、行方不明者は１万２９３１人、避難生活者は約３５万人に

ものぼり（２０日現在、警察庁まとめ）、戦後最悪の災害となっています。 

被災地では厳しい寒さの中で、水、食糧、燃料、衣類・防寒具、医療、介護を求める声が強く、一日も早い支

援が急がれます。いま、政府に求められているものは、今回の地震・津波災害・原発災害で被害を受けた方々を

救援するために、人命を守るために物心両面であらゆる手立て・活動を迅速に尽くすことです。 

専門家、技術者の英知を結集して危機打開を 

東京電力福島原子力発電所は、炉心 

溶融、建屋の爆発、火災などにより、 

極めて重大な放射線漏れを発生させて 

います。この事故で周辺住民が被ばく 

し、半径２０Kｍに避難命令が出され 

ました。神奈川県でも１５日の早朝に 

放射線量が横須賀で約８倍、川崎で約６ 

倍に達しました。 

 「１号機建屋の爆発では、５時間後 

に発表された」「東電まかせの対応では 

ないか？」「影響ない、安心だ、と説明 

するが、本当か？」など、政府対応に 

疑問と不安の声も出されています。 

 政府は、全国・世界の専門家、技術者の英知を結集して検討・対策に当たり、万全を尽くすべきです。そして、

政府は、直接事態を把握し、速やかに正確な事実を公表し、今ある危険と今後事態が悪化する場合に取るべき対

応について、十分な情報の提供と平易な説明を行うべきではないでしょうか。 

支援の輪を広げましょう 

支援の手、救援の募金・物資、励ましの声・メッセージが、国中から世界中から届いて 

います。神奈川県を含めた各自治体では、避難者の受け入れ、いくつかの病院では患者受 

け入れが始まっています。 

世界からの支援の輪も、１００カ国を超えて広がり、すでに、韓国をはじめ約２０の国・ 

地域が被災地での救援活動を行っています。戦後最悪の災害に、日本全国が心をひとつに 

して、被災地の救援と復興に取り組んでいきましょう。 
 

 

 
   

（連絡先）田町：九野 健三  090-9670-1150 

玉川：森 英一   090-4834-6876 

        府中：益田 武廣  080-3389-0028 

ELIC NEC URL：http://www./elicnec.com/ 

ＮＥＣ＆関連労働者ネットワーク 2011 年３月 
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21 日付け、しんぶん赤旗より転載 



 

期待にそむく 低額回答 
ＮＥＣ、電機大手は、利益を労働者と社会に還元せよ！ 
電機大手は３月１６日、「賃金体系維持（定昇維持）」と１８歳見合いの産業別最低賃金を統一要求通りの１

０００円引き上げ（月額１５万４０００円に）をいっせいに回答しました。年間一時金では、電機連合の「産業

ミニマム」とした年間４ヶ月の回答から、三菱電機の５.７４ヶ月と、大きなばらつきが生じました。 

利益増えても、賃上げに回さず 

電機大手の２０１１年３月期決算予測は、前年同期比で 

営業損益は１０２.８％増、経常利益は３９６.４％増（電機 

連合中闘組合の企業平均）となっており、各社とも大幅な 

業績回復をとげています。加えて、電機大手合計で１０兆 

円を超える巨額の内部留保をため込んでいます。 

しかし、電機大手は、国際競争力の強化を口実にして、総 

額人件費を抑えこみに固執する態度を変えませんでした。 

 このような大手電機の身勝手な姿勢をただし、膨大な利益 

を労働者と社会に還元させる取り組みが必要です。 

「賃金体系の維持」は要求か！？ 

好業績の中で、電機連合がベースアップ要求を行わなかっ 

たことは、今春闘の成果を引き下げました。 

電機大手各社では、「会社は原則として毎年１回昇給を行 

う」旨を労使協定で決めており、定期昇給は毎年行うべきも 

のです。「賃金体系維持」は、春闘でわざわざ要求するもの 

ではないことは明らかです。春闘とは労使間での交渉ごとで 

すので、労組側が要求を引けば、会社側が強気に出ることは自明のことです。「今年に賃上げせずに、いつする

のか」という職場の声を電機連合はしっかりと受けとめるべきでしょう。 

春闘成果を非正規労働者の待遇改善に広げよう 

連合は、「非正規共闘」を今春闘で新設し、非正規労働者の賃金や待遇改善をかかげました。今春闘で勝ち取

った「１８歳見合い産業別最低賃金（月額１５円４０００円）」の成果を電機産業で働くすべての労働者に広げ

ることは、非正規労働者の改善にむけた大きな一歩となります。職場から「非正規労働者にも適用せよ」の声を

高めていきましょう。 

職場の声・要求に基づく春闘を 

ＮＥＣ＆関連労働者ネットワークも加盟する電機労働者懇談会は、１１年春闘を取り組むに当たり全国の電機

職場から１２００枚を越える「１１春闘要求アンケート」を集約し、雇用も賃上げもの立場を明確にした「春闘

の提言」の発表や全国の職場に対して「春闘統一ビラ」配布などを取り組みました。 

全ての働く人達の生活と権利を守るために、労働者と労働組合の闘いをさらに強めていきましょう。 
 

ＮＥＣグループのみなさん、協力会社のみなさん。お気軽にご相談ください 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＥＣグループでの職場の問題、声、労働者のたたかいを知りたい方は、  

下の ELICNEC ホームページにいますぐアクセス！ 
http://www.elicnec.com/ 

   

アクセス３５万件 
 

 
     電機連合中闘組合の回答状況 


